
JP 4700876 B2 2011.6.15

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像プログラムが媒体に記録される間に、ポーズ期間後に連続的な画像プログラムのリ
アル・タイム表示を再開する方法であって、
　ポーズ命令に応答して、前記画像プログラムを複数のブロックに記録するステップであ
って、該複数のブロックの各々は複数の画像を含む、ステップと、
　再開命令に応答して、記録された前記画像プログラムを再生しつつ、画像プログラムの
記録を継続するステップと、
　キャッチアップ命令に応答して、画像プログラムの記録を継続しつつ、記録された画像
プログラムの再生速度を速めて再生し、再生される画像プログラムが、記録される画像プ
ログラムの時間に追いつくようにするステップと
　を有し、前記キャッチアップ命令に応答して再生している間において、記録された画像
プログラムは、画像のブロックをスキップし、記録された画像プログラムの全てのブロッ
クより少ない画像のブロックを選択し、かつ再生される複数のブロック各々における前記
複数の画像の全てより少ない画像を選択することで、再生される、方法。
【請求項２】
　再生される信号と継続的に記録された画像プログラムとの間の遅延が所定の値に減少す
るまで、前記再生される信号を出力する、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　再生される信号と継続的に記録された画像プログラムとの間の遅延が減少する速度が、
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選択された画像のブロック同士の間でスキップされる画像のブロック数によって少なくと
も部分的に決定される、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　選択された画像のブロックが、１Ｐ速度で再生される、請求項３記載の方法。
【請求項５】
　選択された画像のブロックが、１Ｐ速度より速い速度で再生される、請求項３記載の方
法。
【請求項６】
　画像プログラムが媒体に記録される間に、ポーズ期間後に連続的な画像プログラムのリ
アル・タイム表示を再開するための記録可能なディスク媒体システムであって、
　ポーズ命令に応答して、前記画像プログラムを複数のブロックに記録する手段であって
、該複数のブロックの各々は複数の画像を含む、手段と、
　再開命令に応答して、記録された前記画像プログラムを再生しつつ、画像プログラムの
記録を継続する手段と、
　キャッチアップ命令に応答して、画像プログラムの記録を継続しつつ、記録された画像
プログラムの再生速度を速めて再生し、再生される画像プログラムが、記録される画像プ
ログラムの時間に追いつくようにする手段と
　を有し、前記キャッチアップ命令に応答して再生している間において、記録された画像
プログラムは、画像のブロックをスキップし、記録された画像プログラムの全てのブロッ
クより少ない画像のブロックを選択し、かつ再生される複数のブロック各々における前記
複数の画像の全てより少ない画像を選択することで、再生される、記録可能なディスク媒
体システム。
【請求項７】
　再開命令に応答して、記録された前記画像プログラムを再生しつつ、画像プログラムの
記録を継続する前記手段が、前記再開命令の後に、前記画像プログラムの記録を継続させ
るデバイス・コントローラを有する、請求項６記載のディスク媒体システム。
【請求項８】
　前記デバイス・コントローラが、再生される信号と継続的に記録された画像プログラム
との間の遅延が所定の値に減少するまで、前記再生される信号を出力させる、請求項６記
載のディスク媒体システム。
【請求項９】
　再生される信号と継続的に記録された画像プログラムとの間の遅延が減少する速度が、
選択された画像のブロック同士の間でスキップされる画像のブロック数によって少なくと
も部分的に決定される、請求項６記載のディスク媒体システム。
【請求項１０】
　選択された画像ブロックが、１Ｐ速度で再生される、請求項９記載のディスク媒体シス
テム。
【請求項１１】
　選択された画像ブロックが、１Ｐ速度より速い速度で再生される、請求項９記載のディ
スク媒体システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の背景］
［技術分野］
本発明形態は、一般に、例えば記録可能なディジタル画像ディスク、ハード・ドライブお
よび磁気光学ディスクのようなディスク媒体に記録された音声のみ、画像のみおよび画像
および音声両者のプログラムに関し、有利な特徴的動作を提供する方法および装置に関す
る。
【０００２】
［関連技術の説明］
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顧客が映像および／またはプログラムを後で上演するために記録することを可能にする様
々な装置が開発されている。そのような装置は、テープ・レコーダ、ビデオ・カセット・
レコーダ、記録可能なコンパクト・ディスクおよび最近の記録可能なディジタル多用途デ
ィスク（ＤＶＤ）を含む。ハード・ディスクおよび磁気光学ディスクも利用される。
【０００３】
１度だけ記録可能であって以後は本質的にＤＶＤ読取専用メモリであるＤＶＤは、アクロ
スティック(acronym)ＤＶＤ－Ｒと呼ばれる。アクロスティックＤＶＤ－Ｒは、一般にラ
イト・ワンス(write-once)またはリード・ワンス(record-once)技術とも呼ばれる。ＤＶ
Ｄに記録、消去および再記録されるのに利用可能ないくつかのフォーマットが存在する；
すなわち、上書きまたは再書き込みである。これらはアクロスティックＤＶＤ－ＲＡＭ，
ＤＶＤ－ＲＷおよびＤＶＤ＋ＲＷと呼ばれる。現在のところ、統一的な工業規格が採用さ
れているわけではない。一般に、アクロスティックＤＶＤ－ＲＡＭ，ＤＶＤ－ＲＷおよび
ＤＶＤ＋ＲＷを利用して、各々の書き込み可能なＤＶＤ技術に関連付けている。更に、再
書き込み可能なＤＶＤ技術に関し、装置および方法並びに記録可能なＤＶＤ媒体は、一般
に、目下利用されている規格の総てに加えて、将来的に開発されるであろう規格の総てを
包含することを意図する。
【０００４】
多くの場合、上演プログラムは、より都合の良い後で上演するために鑑賞者の不在時に記
録される。これは、プログラムの時間シフトと呼ばれる。他の場合では、鑑賞者が呼び出
され、記録されないプログラムを鑑賞する。鑑賞者が従来のビデオ・カセット・レコーダ
を所有しているならば、鑑賞者は割り込みを通じてプログラムの記録を開始する。しかし
ながら、鑑賞者は、そのプログラムが終了し、適切な時間シーケンスでプログラムの残り
を見るようになるまで待機する必要がある。更なる問題は、記録を終了する時間が放送の
長さに依存して超過し得ることである。これは、鑑賞者が割り込みを無視し、またはプロ
グラムの重要な部分を見逃すことになり得る。
【０００５】
この問題に対処するため、ＤＶＤ画像記録者は、ポーズ(pause)特性およびポーズ再開機
能を組み込むことが可能である。ビューア(viewer)が中断され、プログラムを記録するこ
とを望むならば、ビューアはポーズ再開機能を開始し得る。これが起動すると、他の従来
の画像記録装置に類似するその設定は、ビューアが到来する画像を記録することを可能に
する。しかしながら、ポーズ再開(pause-resume)機能が起動すると、ＤＶＤ画像レコーダ
はプログラムのある部分にジャンプし、その部分は再生を開始するためにポーズが導入さ
れたところであり、それにもかかわらずレコーダは到来する画像を記録し続ける。その結
果、ビューアは、任意の理由で妨害されたならば、当初の放送が終了するのを待たずに、
プログラム全体を鑑賞することが可能である。
【０００６】
ＤＶＤレコーダがポーズ再開モードにある場合に、ＤＶＤ画像レコーダ装置により受信さ
れたリアル・タイム画像信号とその画像の表示との間には、一定の遅延が存在する。例え
ば、ＤＶＤ装置がポーズ・モードにある場合に、画像放送の１０分間の部分が記録される
ならば、ユーザがポーズ再開モードでＤＶＤ装置を戻して配置すると、表示される画像は
、リアル・タイム記録に対して連続的な１０分の遅れを有する。
【０００７】
場合によっては、この遅延を削除することが望まれる。例えば、この遅延を削除すると、
ＤＶＤレコーダが即時的なリプレイ(replay)機能を実行することを可能にする。この形態
において、鑑賞者が記録されるプログラムの特定の部分をリプレイすることを望むならば
、その鑑賞者はＤＶＤレコーダに対して、ジャンプして戻り、直ちにその特定の部分をリ
プレイするよう命令し得る。しかしながら、記録されたプログラムの部分を再度見ること
によって、鑑賞者が鑑賞する以後の画像は、連続的にリアル・タイム記録を遅らせる。例
えばプログラムが生放送のスポーツ・イベントであるような場合に、特に問題である。
【０００８】
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［発明の概要］
本発明は、画像プログラムが媒体に記録される間に、ポーズ期間後に連続的な画像プログ
ラムのリアル・タイム表示を再開する方法である。一形態では、本方法は、ポーズ再開命
令に応答して、記録媒体から再生信号を生成し、前記再生信号が、記録される画像プログ
ラム全体より少ない選択された画像ブロックのみを包含し、前記選択された画像ブロック
が複数の画像を包含するステップより成る。
【０００９】
他の形態にあっては、本方法は、更に、前記ポーズ再開命令の後に、前記画像プログラム
の記録を継続するステップを有する。更に、本方法は、前記再生信号と前記連続的な画像
プログラムの間の遅延が所定の値に減少するまで、前記再生信号を生成するステップを有
する。
【００１０】
上記方法の他の形態にあっては、前記再生信号と前記連続的な画像プログラムの間の遅延
の減少する速度が、前記選択された画像ブロックの間で省略された画像ブロック数によっ
て少なくとも部分的に決定されることを特徴とする方法。更に、前記選択された画像ブロ
ックが、１Ｐ速度で再生され得る。また、前記選択された画像ブロックが、１Ｐ速度より
速い速度で再生され得る。
【００１１】
上記方法の他の形態にあっては、前記選択された画像ブロックが、少なくとも１つの完全
なＶＯＢＵより成り得る。更なる他の形態にあっては、前記選択された画像ブロックの各
々が、完全なＶＯＢＵより少ない選択された画像のみから形成され得る。
【００１２】
他の形態にあっては、本発明は、画像プログラムが媒体に記録される間に、ポーズ期間後
に連続的な画像プログラムのリアル・タイム表示を再開する記録可能なディスク媒体シス
テムである。一形態にあっては、記録可能なディスク媒体システムは：前記記録媒体から
再生信号を生成するためのポーズ再開命令に応答する手段であって、前記再生信号が、記
録される画像プログラム全体より少ない選択された画像ブロックのみを包含し、前記選択
された画像ブロックが複数の画像を包含するところの手段を有する。
【００１３】
他の形態にあっては、上記システムは、更に、前記ポーズ再開命令の後に、前記画像プロ
グラムを連続的に記録させるデバイス・コントローラを有し得る。更に、デバイス・コン
トローラは、前記再生信号と前記連続的な画像プログラムの間の遅延が所定の値に減少す
るまで、前記再生信号を生成させ得る。
【００１４】
上記システムの他の形態にあっては、前記再生信号と前記連続的な画像プログラムの間の
遅延の減少する速度が、前記選択された画像ブロックの間で省略された画像ブロック数に
よって少なくとも部分的に決定され得る。更に、前記選択された画像ブロックが、１Ｐ速
度で再生され得る。また、前記選択された画像ブロックが、１Ｐ速度より速い速度で再生
され得る。
【００１５】
上記システムの他の形態にあっては、前記選択された画像ブロックが、少なくとも１つの
完全なＶＯＢＵより成り得る。更なる他の形態にあっては、前記選択された画像ブロック
の各々が、完全なＶＯＢＵより少ない選択された画像のみから形成され得る。
【００１６】
［好適実施例の詳細な説明］
［記録可能なＤＶＤ装置］
本発明による再記録、再書き込み可能なディスク媒体を利用する本発明による様々な有利
な特徴的動作を実行する装置１００が、図１にブロック図で示されている。再書き込み可
能なディスク媒体は、図示した例では再書き込み可能なＤＶＤとして実現される。多くの
例において、後述するように、再書き込み可能なディスク媒体は、例えばハード・ドライ
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ブまたは磁気光学ディスク(MOD: magneto optical disk)であり得る。ＭＯＤの例はミニ
・ディスクである。多くの例において、本発明は、映像若しくは音声または映像および音
声の両者に適用することが可能である。
【００１７】
装置１００は、本実施例では再書き込み可能なＤＶＤ１０２のようなディスク媒体に書き
込みおよびそこから読み取りが可能である。装置は、機械的構造１０４、制御部１２０、
映像／音声入力処理経路１４０および映像／音声出力処理経路１７０より成る。様々な部
分または経路へのほとんどのブロックの割当はそれ自身明確であるが、ブロックのいくつ
かの割当は便宜的なものであり、装置の動作を理解する観点からは重要ではない。
【００１８】
機械構造１０４は、ＤＶＤ１０２を回転させるモータ１０６と、回転するディスク１０２
上で動くよう形成されたピックアップ機構１０８を有する。ピックアップ機構１０８にお
けるレーザは、ディスク１０２の螺旋トラックにスポットを照射し、またはトラックに既
に照射されているスポットを照らし、画像および／またはプログラム題材を記録および再
生する。本発明を理解する上で、ディスク１０２が、１つ又は２つの面で記録可能である
か否か、両面記録の場合にその両面記録またはディスク１０２からの以後の読み取りが、
ディスクの同一面から行なわれるか又は両面から行なわれるかは、重要ではない。ピック
アップ機構１０８およびモータ１０６は、サーボ１１０によって制御される。サーボ１１
０は、ディスク１０２の螺旋トラックから第１入力としてデータ読み出しの再生信号を受
信する。再生信号は誤り訂正回路１３０への入力でもあり、これは制御部の一部として、
または画像／音声出力処理経路１７０の一部として考察することも可能である。
【００１９】
制御部１２０は、中央制御処理装置（ＣＰＵ）１２２およびナビゲーション・データ生成
回路より成る。制御ＣＰＵ１２２は、第１入力信号をナビゲーション・データ生成回路１
２６に供給し、サーボ１１０は第２入力信号をナビゲーションデータ生成回路１２６に供
給する。サーボ１１０は制御部１２０の一部として考えられる。ナビゲーション・データ
生成回路１２６は、第１入力信号をマルチプレクサ（ＭＵＸ）１５４に供給し、画像／音
声入力処理経路１４０の一部を形成する。
【００２０】
ＭＵＸ１５４の出力は、誤り訂正符号化回路１２８への入力である。誤り訂正符号回路１
２８の出力は、ピックアップ１０８に供給される読み取り可能な入力信号であり、これは
レーザによってディスク１０２の螺旋トラックに「照射される(burned)」ものである。
【００２１】
制御ＣＰＵ１２２は、図１に示されるように、トラック・バッファ１７２およびレコード
・バッファ１５２に含まれるデータにアクセスすることが好ましい。制御ＣＰＵ１２２は
、トラック・バッファ１７２および書き込みバッファ１５２に格納された映像データを消
去、修正および再フォーマットすることが可能である。制御およびデータ・インターフェ
ースを用意して、ＣＰＵ１２２がパケット画像エンコーダ１４４および音声エンコーダ１
４８の動作を制御可能にすることが好ましい。適切なソフトウェアまたはファームウェア
は、制御ＣＰＵ１２２により実行される従来の動作に関するメモリに用意される。さらに
、以下に詳細に説明される本発明に従う、有利な特徴に関するプログラム・ルーチン１３
４は、制御ＣＰＵ１２２を制御するよう提供される。
【００２２】
ビューア・アクティブ(viewer activatable)機能のためのコントロール・バッファ１３２
は、目下利用可能な機能、すなわち再生、記録、リバース、早送り、スロー再生、ジャン
プ、ポーズ／再生および停止のような機能を示す。さらに、別個のポーズ・バッファ１３
６は、ここに説明する本発明を実行するための命令を受信するよう設けられる。
【００２３】
映像／音声入力処理経路１４０は、例えばＮＴＳＣまたはＰＡＬの従来のテレビジョン信
号を、例えばＭＰＥＧ－１またはＭＰＥＧ－２のディジタル化されたパケット・データに
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変換し、装置１００によってディジタル記録する信号処理回路である。入力経路１４０は
、ＮＴＳＣデコーダ１４２および例えばＭＰＥＧ－１またはＭＰＥＧ－２のような映像に
関する映像エンコーダ１４４より成り、音声アナログ・ディジタル変換器（Ａ／Ｄ）１４
６および例えばＭＰＥＧ　ＡＣ３またはＤＴＳのような音声エンコーダ１４８より成る。
ディジタル信号はマルチプレクサ１５０で結合され、パケット全体が形成されるまで、記
録バッファ１５２に格納される。音声および画像データ・パケットのグループが形成され
ると、それらは、ナビゲーション生成ブロック１２６で生成された適切なナビゲーション
・パケットと共に、ＭＵＸ１５４にて結合される。そしてパケットは誤り訂正符号化回路
１２８に送信される。誤り訂正符号回路１２８は、入力経路１４０の一部と考えることも
可能である。
【００２４】
出力処理経路１７０は、誤り訂正ブロック１３０およびトラック・バッファまたは出力バ
ッファ１７２より成り、ディスク１０２から読み出されたデータは更なる処理のために一
時的に格納される。このデータは従来のアクセス回路１７４によって処理され、デマルチ
プレクサ１７６を通じて、および映像および音声処理用の各自の経路内でデータの伝播を
制御する。
【００２５】
画像は例えばＭＰＥＧ－１またはＭＰＥＧ－２のようなデコーダ１７８によりデコードさ
れ、例えばＮＴＳＣまたはＰＡＬのような従来のテレビジョン信号としてエンコードされ
る。音声は例えばＭＰＥＧ、ＡＣ３またはＤＴＳから回路１８２によってデコードされ、
音声ディジタル・アナログ（Ｄ／Ａ）変換器１８４によりアナログ形式に変換される。
【００２６】
特に、本発明は、ハードウエア、ソフトウエアまたはハードウエアおよびソフトウエアの
組み合わせで実現することが可能である。本発明による装置読み取り可能な記憶装置は、
例えば制御ＣＰＵ１２２のような１つのコンピュータ・システムにおける中央処理形式で
、または異なる要素がいくつかの相互接続されたコンピュータ・システムにわたって分散
された分散形式で実現され得る。ここに説明した方法を実行するのに適した任意の種類の
コンピュータ・システムその他の装置を利用することが可能である。
【００２７】
具体的には、ここに説明される本発明は図１の制御ＣＰＵ１２２を考察しているが、ハー
ドウエアおよびソフトウエアの典型的な組み合わせは、コンピュータ・プログラムを利用
する汎用コンピュータ・システムであり、それがロードされ実行されるとそのコンピュー
タ・システム、および図１の制御部１２０と同様なＤＶＤ記録システムを制御し、ここに
説明した方法を実行させるようにするものである。本発明は、コンピュータ・プログラム
・プロダクトにも実現され、それはここに説明した方法を実現可能にする総ての特徴より
成り、それがコンピュータ・システムにロードされると本方法を実行可能にするものであ
る。
【００２８】
目下の状況におけるコンピュータ・プログラムは、命令セットに関する任意の表現、任意
の言語、コードまたは表記をとることが可能であり、システムに対して、直接的に又は以
下の一方若しくは両者の後に特定の機能を実行する情報処理能力を与え、それらは：（ａ
）他の言語、コードまたは表記への変換；および（ｂ）異なる題材形式(material form)
における再生成である。ここに開示する本発明はコンピュータ・プログラムに具現化され
る方法であり、上述した制御ＣＰＵ１２２と両立可能な(compatible)システムを動作させ
るための商業的に利用可能な開発ツールを利用するプログラマによって実行され得る。
【００２９】
［ＤＶＤ媒体］
本発明を説明するために、プログラム題材が、図１に示すような再書き込み可能なＤＶＤ
のような記録可能なＤＶＤに記録され、再書き込み可能なＤＶＤから再生される。図２に
詳細に示されるような再書き込み可能なＤＶＤ１０は、装置１００のディスク１０２に利
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用するのに適している。ディスク１０は、平坦な、円形のプラスチック板状の部材１２に
より形成される。再書き込み可能なＤＶＤは、１．２ｍｍ厚さのディスクを形成する接着
層により結合された２つの基板より成る。センター・ホール１４はディスクに形成され、
図１のモータ１０６のグリップ装置がディスクを堅固に把持し、本発明により角度方向の
運動を制御する。
【００３０】
トラックにおける記録の方向は一般に螺旋１６に沿って外向きであり、螺旋の小さな半径
部分から始まり、螺旋２１２の大きな半径部分に至る。いくつかの３つの大きな点（・・
・）は、図示されていない螺旋の部分を示す。その結果、螺旋トラックの開始はホール１
４の近傍であり、四角形１８により示されている。螺旋の終了はリム(rim)近傍の端部で
あり、ひし形２０で示される。一般に当業者であれば、螺旋の開始および終端を記された
ように定めることを受け入れるであろう。トラックは、図には示されていないがサイド・
トゥ・サイド・ウォブル(side-to-side wobble)とともに形成され、媒体形式指標を収納
する。縮尺の便宜上、螺旋１６の部分のみが示され、非常に拡大して描かれている。
【００３１】
螺旋の各々の近似的に円形の同心状の部分は、しばしばトラックと呼ばれるが、この用語
は特定の意味を有するものとして一般に受け入れられていない。ＣＤ－ＲＯＭでは、例え
ばトラックなる用語は、単独の音声の歌、または他の選択を包含する螺旋トラックの部分
に言及するためにも使用され、同様のことがＤＶＤにも共通して起こったり起こらなかっ
たりする。
【００３２】
本発明は記録可能なＤＶＤ媒体に関連して説明されている。しかしながら、当業者が認め
るであろうことは、本発明がそれらに限定されないことである。むしろ、ここに開示され
る改善されたトリック・モードに関するＤＶＤナビゲーション情報を改善することは、Ｄ
ＶＤ－Ｒ形式の媒体を含むがこれに限定されないディスク媒体の任意の形式に利用可能で
ある。
【００３３】
［ＤＶＤデータ構造］
図３に示されるように、各ＤＶＤは画像マネージャ２６および画像タイトル・セット（Ｖ
ＴＳ）２８を包含する。ＶＴＳは、画像タイトル・セット情報（ＶＴＳＩ）２７、メニュ
ー２９に関する選択的な画像対象セット、実際のタイトル内容を包含するタイトル３０に
関する１つ又はそれ以上のＶＯＢＳ、およびＶＴＳＩバックアップ３１を包含する。各Ｖ
ＯＢＳ３０は、複数の画像対象３２より成る。各画像対象３２は、複数のセル３４を包含
する。各ＶＯＢＳは、セルに対するポインタの集合を含む。このように、ＶＯＢＳデータ
は、セルを共にリンクさせ、どのようなプログラムまたはセルが上演されるかを示す。特
定のＶＯＢＳにおけるセルは、任意の所望の順序で再生するよう合図される(flagged)。
たとえば、それらは順番に又はランダムに再生され得る。
【００３４】
各セルは複数のＶＯＢＵ３６を含む。ディスクの画像内容があるＶＯＢＵ３６の各々は、
一般に上演題材の０．４ないし１．０秒を含む。各ＶＯＢＵ３６は記録する順序における
データ・パックのシーケンスである。各ＶＯＢＵは正確に１つのナビゲーション・パック
（ＮＶ＿ＰＣＫ）３８から始まり、画像パック（Ｖ＿ＰＣＫ）３９、音声パック（Ａ＿Ｐ
ＣＫ）および副次的画像パック（ＳＰ＿ＰＣＫ）を含む後続の総ての種類のパケットを包
含する。各ＶＯＢＵは、画像の１グループ(GOP: group of picture)より成るのが通常で
ある。
【００３５】
［ディスク媒体に関するリアル・タイム・ポーズ・キャッチアップ］
本発明によれば、同時再生および記録中の画像のリアル・タイム記録とその画像の表示と
の間の遅延は、キャッチアップ(catch-up)動作モードを提供することによって除去され得
る。本発明は、再生信号をリアル・タイム記録に追いつかせることを可能にする３つの形



(8) JP 4700876 B2 2011.6.15

10

20

30

40

50

態を含む。これらキャッチアップ・モードの２つは、比較的遅い読み込みレートによる制
限された再生速度を有するディスク媒体レコーダが、それらの読み込み速度能力を向上さ
せることなしに、画像の再生を顕著に加速することを可能にする。第３のキャッチアップ
・モードは、より高速な速度で読み出すことの可能なディスク媒体レコーダにおける画像
の再生中に、スムーズな画像を生成する。その結果、これら３つのキャッチアップ・モー
ドは、ポーズ再開命令の後に、遅い読み込み速度を有するディスク媒体レコーダでさえも
、ビューアがリアル・タイムにおけるプログラムに追いつくことを許容する。
【００３６】
図４Ａを参照するに、フローチャート４００は、スキップおよびキャッチアップ・モード
として言及される３つのキャッチアップ・モードの内の１つの好適な動作を示す。このキ
ャッチアップ・モードは、１１Ｍビット／秒（１Ｘ）の最大読み込み速度を有するディス
ク媒体レコーダで使用されるのが好ましい。ステップ４１０において、ポーズ再開命令が
受信され、装置１００はディスク１０２における読み込みおよび書き込みの間の切り替え
を開始する。この時点において、記録される画像の再生信号は、その画像の記録に遅れる
。記録および再生信号間の遅延は、鑑賞者がステップ４１２でポーズ・キャッチアップ命
令を開始するまで、一定に保たれる。キャッチアップ命令が受信されると、装置１００は
、ステップ４１４に示されるように、次の読み込みステップの間に画像のブロックを読み
込むことが好ましい。画像のブロックは任意の画像数を包含し得るが、図４Ｂに関連して
説明される実施例におけるＶＯＢＵであることが好ましい。
【００３７】
バッファ管理のために、ステップ４１４における各ブロックでの画像を読み込むのに要す
る時間は、各々の書き込みステップおよび関連するジャンプの時間の間に費やされる時間
に等しいことが好ましい。例えば、装置１００が典型的におよそ２秒を費やして、（１）
次の書き込みステップのためにピックアップ機構１０８を位置付け、（２）データを書き
込み、そして（３）次の読み込みステップのためにピックアップ機構１０８を位置付ける
ならば、各ブロックに対して２秒の画像を包含することが好ましい。そのような割当は、
装置１００が、記録バッファ１５２またはトラック・バッファ１７２の容量を変更するこ
となしに、スキップ－ｎ－再生(skip-n-play)キャッチアップ・モードを実行することを
可能にする。しかしながら、各々の特定のブロックに任意の画像量が包含され得るので、
本発明はそのように限定されない点に留意すべきである。さらに、本発明は各読み込みス
テップの間にブロックの一部または複数のブロックを読み込むよう形成され得るので、本
発明は、読み込みステップの間に単独の画像ブロックを読み込むことに限定されない。
【００３８】
ステップ４１４において、特定のブロックが読み込まれると、ブロックに包含される総て
の画像が表示され得る。装置１００は、ステップ４１６に示されるように、所定数のブロ
ックをスキップすることが可能である。具体的には、鑑賞者がｎＰの速度（Ｐは通常の再
生速度である。）で生放送の画像プログラミングに追いつこうとするならば、装置１００
は、他の画像ブロックを読み込む前に、ｎ－１の画像ブロックをスキップし得る。図４Ｂ
は、このプロセスの２つの例を示す。２Ｐの再生速度に関し、装置１００は画像の第１ブ
ロックを読み取り、このブロックに包含される総ての画像を表示し得る。装置は次の画像
ブロックをスキップし、第３ブロックを読み取ることができる。装置１００はスキップさ
れたブロックのデータを読み取ろうとはしない。第１ブロック同様に、第３ブロックに包
含される総ての画像が表示され得る。こ例では再生速度が倍になる。
【００３９】
４Ｐの再生速度に関し、装置は画像の第１ブロックを読み取り、このブロックに包含され
る総ての画像を表示し得る。その後に装置１００は、第５ブロックを読み込む前に、次の
３つの画像のブロックをスキップし得る。ここでも、このブロックの総ての画像が表示さ
れ得る。この例では、再生速度は４倍になる。フローチャート４００に戻って、ステップ
４１８において、再生信号と画像プログラミング・ソースとの間の遅延が所定の値に減少
するまで、キャッチアップ・モードが続き、それはステップ４２０に示されるように、装
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置伝播遅延(device propagation delay)に等しくすることが可能である。その後に、キャ
ッチアップ・モードはステップ４２０で終了する。
【００４０】
スキップおよび再生キャッチアップ・モードの全体的な作用は、最大読み込み速度を増加
する必要性なしに、画像の再生速度を加速することである。これは、再生および記録間の
遅延をなくすために、相当量の画像が鑑賞者に読み込まれる必要がないことに起因する。
【００４１】
図５Ａを参照するに、フローチャート５００は、第２のキャッチアップ・モードであるス
ムーズ・キャッチアップの好適な動作を示す。この特定のキャッチアップ・モードは、デ
ィスク媒体レコーダの読み込み速度が所望のキャッチアップ再生速度以上である場合に使
用されるのが好ましい。スキップおよび再生と同様に、ポーズ再開命令がステップ５１０
で受信され、一定の時間だけ再生信号が記録に遅れている。ステップ５１２に示されるよ
うに、これは、鑑賞者がポーズ・キャッチアップ・モードを開始するまで続く。スキップ
および再生モードとは異なり、スムーズ・キャッチアップ・モードは、読み込みプロセス
の間に任意のブロックをスキップすることなしに、ディスクから総ての記録された画像を
読み取ることが好ましい。画像再生を加速するために、再生信号は、再生速度に基づく所
定の画像数を包含し得る。具体的には、装置１００はステップ５１４において、ディスク
から画像を読み取り、ステップ５１６に示されるように、ｎＰの再生速度に基づいてｎ番
目の画像毎に再生し得る。図５Ｂは、表示される各画像ブロックが１つ又はそれ以上の画
像を包含し得るところのこのプロセスの２つの例を示す。
【００４２】
２Ｐの再性速度に関し、装置１００はディスク１０２から画像データを読み出し、１画像
おきに表示し得る。総ての選択された画像が読み取られると、装置１００は更なる画像を
読み取るために動作する。この例では、再生速度が２倍になる。
【００４３】
４Ｐの再生速度に関し、装置はディスク１０２から画像を読み込み、第１画像を表示し得
る。装置１００は、第５画像を表示する前に、次の３つの画像の再生をスキップし得る。
この手順は、キャッチアップ・モードの間反復され、通常速度より４倍速い再生速度とな
る。フローチャート５００に戻って、キャッチアップ・モードは、連続的なリアル・タイ
ム・ソースとＤＶＤ再生信号の間の遅延が、ステップ５１８に示されるように、所定の値
に減少するまで継続する。そして、このモードはステップ５２０で終了する。
【００４４】
表示される画像の間のギャップは、フローチャート５００に示される方法では小さいので
、スムーズ・キャッチアップ・モードは、再生加速中に、円滑な、より連続的な流れの表
示を行なうことが可能である。しかしながら、総てのブロックにおける総ての画像はスム
ーズ・キャッチアップで読み込まれるので、このモードを利用するディスク媒体レコーダ
は、典型的に２Ｘまたはそれ以上の比較的高い読み込み速度を有することが好ましい。さ
らに、ディスクから読み込まれるデータをより高速に処理することは、各読み込みステッ
プに必要な時間量を増加させ、読み込みバッファ・アンダーフローを防止する。この増加
した読み込み時間は、書き込みバッファ・オーバーフローをも招き得る。したがって、読
み込み時間の増加を補償するために適切なサイズのバッファを利用することが好ましい。
【００４５】
この場合におけるディスク媒体レコーダは、一般に、高い読み込み速度を有するので、レ
コーダのビット・レートが最大レート以下に落ち込むならば、加速された再生中に、レコ
ーダは高い品質の画像を生成し得る。これは、低いビット・レートが、バッファ・オーバ
ーフロー／アンダーフローのリスクを低くし、加速された再生中に、レコーダが多くの画
像数を読み込みおよび表示することを可能にする。多くの画像数を表示することは、再生
中に情報を失わないようにし、画像品質を向上させる。
【００４６】
図６Ａを参照するに、フローチャート６００は、第３のキャッチアップ・モードであるス
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ムーズ・スキップおよび再生モードの好適な動作を示す。このモードは先に説明したモー
ド両者の特徴を組み込むものである。具体的には、装置１００は、ディスク１０２から所
定数の画像ブロックを読み取ってスキップする。この場合における画像は、画像グループ
を包含し、これはＶＯＢＵであり得る。システムは、読み込まれたブロックに含まれる所
定数の画像を表示し得る。所望のキャッチアップ再生速度が読み込み速度より大きいなら
ば、画像ブロックがスキップされることが好ましい。逆に、読み込み速度がキャッチアッ
プ速度より大きいならば、画像ブロックのスキップを回避し、フローチャート５００で説
明したようなスムーズ・キャッチアップ・モードを利用して、再生信号を加速することが
好ましい。
【００４７】
フローチャート４００，５００のように、ポーズ再開命令がステップ６１０で受信され、
一定の時間だけ再生が記録に遅れている。これは、ステップ６１２に示されるように、鑑
賞者がポーズ・キャッチアップ・モードを開始するまで、継続する。ステップ６１４に示
されるように、装置１００は、読み込み速度が再生速度より大きいか否かを判定する。読
み込み速度が所望のキャッチアップ・モード再生速度より小さいならば、装置１００は、
ステップ６１６に示されるように、装置１００で使用される読み込み速度ｍＸおよび再生
速度ｎＰに基づいて、所定数のｓブロックを読み取り得る。ステップ６１８において、読
み込み速度ｍＸに基づいて、各ブロックからのｍ番目の画像毎に、表示が行なわれ得る。
この表示プロセスは、スムーズ・キャッチアップ・モードで使用されるものと同様である
。ステップ６２０において、装置１００は、読み込み速度ｍＸおよび再生速度ｎＰに基づ
いて、所定数のｒブロックをスキップし得る。
【００４８】
具体的には、装置１００はｓブロックを読み込み、ｒブロックをスキップし得る。この場
合において：
ｒ／ｓ＝（ｎ－ｍ）／ｍ
であって：　ｍ＝最大読み込み速度；
ｎ＝再生速度；および
ｒおよびｓの最大公約数は１である。
図６Ｂは、このプロセスの２つの例を示す。
【００４９】
４Ｐの再生速度および２Ｘの読み込み速度に関し、ｒ／ｓ＝２／２である。すなわち、ｒ
／ｓ＝１／１である。したがって、装置１００は１ブロックの画像を読み取り、１ブロッ
クの画像をスキップすることが可能である。装置はそのブロックから１画像おきに表示す
ることが可能である。この例の場合、実際の再生速度は４倍になる。
【００５０】
５Ｐの再生速度および２Ｘの読み込み速度に関し、ｒ／ｓ＝３／２である。したがって、
装置１００は画像の２ブロックを読み取り、３ブロックをスキップする。更に、多数のブ
ロックがスキップされるならば、連続したブロックの読み取りを回避することが好ましい
。例として、装置１００はブロック１を読み取り、ブロック２，３をスキップし、ブロッ
ク４を読み取り、ブロック５をスキップし得る。これは、最低数の可能なブロックが読み
込みの間にスキップされるので、よりスムーズな再生が行なわれ得る。装置１００は、読
み取られた３つの画像ブロックから１画像おきに表示し得る。この例の場合、再生速度は
５倍になる。
【００５１】
フローチャート６００におけるステップ６２６に戻って、キャッチアップ・モードは、リ
アル・タイム・ソースおよび再生信号の間の遅延が所定の値に達するまで、継続する。例
えば、これは、ポーズ再開モードで動作する場合に、ＤＶＤプレーヤによる伝播遅延とす
ることが可能である。達したならば、このモードはステップ６３０で終了する。そうでな
ければ、システムはステップ６２２おける読み込みを継続し得る。
【００５２】
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フローチャート６００のプロセスを利用するディスク媒体レコードが、画像ブロックの総
てを読み取る必要はないので、レコーダは、増加した画像読み取り時間を費やすことなし
に、再生を加速することが可能である。その結果、レコーダの読み取り又は書き込みバッ
ファのサイズを増加する必要はない。さらに、スムーズ・キャッチアップ・モードと同様
に、レコーダのビット・レートが最大レート以下に落ち込むならば、加速された再生中に
、レコーダは高品質の画像を生成し得る。
【００５３】
フローチャート６００に戻って、再生速度が、ステップ６１４において最大読み込み速度
以下であるならば、装置１００は、フローチャート５００で説明したようなスムーズ・キ
ャッチアップ・モードを利用して、再生信号を加速させることが可能である。このプロセ
スはステップ６２２に示される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、本発明による１つ又はそれ以上の有利な特徴的動作を行ない得る書き
込み可能なＤＶＤ記録装置のブロック図である。
【図２】　図２は書き込み可能なＤＶＤにおける螺旋トラックを示す図である。
【図３】　図３は、画像オブジェクト・セットにおける画像オブジェクト・ユニットの組
織を説明するための図である。
【図４Ａ】　図４Ａは、事例と共にスキップおよび再生キャッチ・アップ・モードの動作
を説明するフローチャートである。
【図４Ｂ】　図４Ｂは、本発明を説明するための図である。
【図５Ａ】　図５Ａは、事例と共に円滑な再生キャッチ・アップ・モードの動作を説明す
るフローチャートである。
【図５Ｂ】　図５Ｂは、本発明の他の実施例を説明するための図である。
【図６Ａ】　図６Ａは、事例と共に円滑なスキップおよび再生キャッチ・アップ・モード
の動作を説明するフローチャートである。
【図６Ｂ】　図６Ｂは、本発明の他の実施例を説明するための図である。



(12) JP 4700876 B2 2011.6.15

【図１】 【図２】

【図３】 【図４Ａ】



(13) JP 4700876 B2 2011.6.15

【図４Ｂ】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】



(14) JP 4700876 B2 2011.6.15

10

フロントページの続き

(74)代理人  100112759
            弁理士　藤村　直樹
(72)発明者  リン，シュー
            アメリカ合衆国　インディアナ州　４６２４０　インディアナポリス　ディー・イェール・ドライ
            ヴ　９２６９

    審査官  竹中　辰利

(56)参考文献  特開平０８－２７９２７３（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第９９／０３３２６５（ＷＯ，Ａ１）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04N   5/76-5/956
              G11B  20/10


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

